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調査方式 対面でのヒアリング

調査対象者 副田正人氏（昭和12年生まれ）

・自分自身の生業としては、米少々とみかん少々を扱っていた。
・自分が小さい頃には、すでに養蚕は行っていなかったが、家には蚕を飼育していた痕があった。
・みかんで生活できるようになったのは戦後ぐらいだった。昭和 30 年代は政府の構造改革事業でみかんが推進された。
・主屋は「オリヤ」と呼んでいた。
・ナカイとザシキの部屋の天井の四隅には、養蚕に関係した換気口があった。
・家には蚕を飼育していた穴等があり、入り口からオモテの方（ナカイ）の床下に穴を掘っていた。暖房が目的で、蚕が
   いない時期は畳を敷いていた。
・牛馬は大事であり、同じ棟に棲まわせていた。

・長屋門は「イナヤ」と呼んでいた。納屋の一種で、人が居るから「イル」、「ナヤ」だと思う。
・全てが手作業で、人手が足りない家は、おなごし、おとこしと呼ばれる人を雇い「イナヤ」の 2階に住まわせていた。
１軒に二人くらい雇っており、生活は家族と一緒であった。
・「イナヤ」の１階には、収穫したみかんを保管していた。
・大門口から南に下がって、西接道側 4軒目の建物で道路側に設けられている引戸は、みかんが痛まない為の通風の役割
　である。元々、この部分は道路の東半分が川であったことから、ここの引戸からの出入りはない。
　この建物の基礎部分（の石積み）は、自分が若い頃に手伝って工事を行った。

調査日時

調査者

令和2年（2020年）1月24日13時～14時半

九州産業大学 松野尾仁美 　　都市環境研究所九州事務所所長 赤松悟　（立ち合い者　堀田晴夫氏）

調査場所 立花口精米所

ヒ
ア
リ
ン
グ
内
容

生業について

主屋

長屋門

建
物
の
使
い
方
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調査方式と調査場所

調査対象者

調査日時

調査者

令和4年（2022年）5月14日9時～12時半

九州産業大学 松野尾仁美 （立ち合い者　堀田正哉氏）

・家に伝わる絵図（明治 23 年）では、道路
から見て長屋門の入り口向かって左手側には
建造物があり、右手側には建造物がなく、池
となっている。また、道路から見て長屋門の
入り口の右手側には、構造を継ぎ足した様子
があり、増築と推察できる。　　　　　　　
・増築の時期は不明であるが、自分の若い頃
からあったとの証言があった。
＊1961 年に撮影された航空写真では、存在
が確認できた。

・長屋門は、自分が小学校 5、6年生（1959 年、
1960 年）の頃に建てた。
・1961 年に撮影された航空写真では、存在
が確認できた。

・長屋門は小学校 2、3年生（1957 年、1958
年）頃に建った。　　　　　　　　　　　　
＊昭和 37 年（1962 年）の確認済証が張って
あった。
＊家屋台帳では、昭和 35 年（1960 年）の登
記

・道路から見て左手（入り口部分から左手）側
に、明治 17 年の建築と建物に書かれている。
＊副田正人氏の聞き取りから、道路から見て右
手（入り口部分から半分）は、増築と推定される。

・自分が小学校の頃（昭和 30 年から 37 年頃）
は 3人を雇っており、みかん生産が忙しかっ
た。

・主な生計はみかん生産であった。小学 6年
生の頃に酪農を始めた。乳牛を 31 頭、飼っ
ていた。
・みかんは繁忙期が 6月で、オトコシさん、
オナゴシさんを雇って、長屋門の 2階に寝泊
まりしていた。

・長屋門が建った頃は「みかん専業」であっ
た。うんしゅうみかんを主に扱っていた。　
・みかんの単価が下がって、昭和 55 年には
サラリーマンになった。高校を出て 20 年み
かんをしていた。

・生計はみかん生産と稲作（田んぼの作づけ
面積が多い）

・みかん生産を手伝うオトコシさんとオナゴ
シさんが長屋門の 2階で寝泊まりしていた
が、その後、子ども部屋（自分の部屋）とし
て使うようになった。

・長屋門は最初から 2階建であった。2階に
は 4部屋あった。
・長屋門は農機具の保管などをしていた。
・みかんは長屋門と主屋の裏に保管していた。

・長屋門の使い方は、1階は馬小屋、農機具
置き場、納屋、みかんの貯蔵庫として使って
いた。馬小屋の前は、堆肥小屋があった。
・収穫したみかんは、納屋の中や庭に積んで
いた。
・2階は、昔はワラ小屋として使っていた。
床間付きと 10 畳の部屋があった。子供部屋
として使っていた。
・長屋門は増築せず最初からこの規模だった。

・長屋門の２階には親戚が住んでいたと聞い
ている。　　　　　　　　　　　　　　　　
・倉庫として使用していた。

長屋門Q-2

長屋門 T-2

長屋門 D-1

長屋門 E-2

昭和 23 年
（1948 年）

昭和 23 年
（1948 年）

昭和 24 年
（1949 年）

不明

調査番号 所有者の
誕生年 建築年について 生計について 長屋門の使い方について

Q-2,T-2,D-1,E-2 長屋門前での対面でのヒアリング

Q-2,T-2,D-1,E-2 の長屋門の所有者
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RESEARCH ON FLOOD DISASTER TRADITION ACTIVITIES IN THE OHZEKI SCHOOL DISTRICT OF 
TACHIARAI TOWN 

 
1 1 

Tadashi YAMADA, Taisei MUKAI 
 

Abstract : In the Ohzeki school district, a residents' organization created a booklet and conducted flood disaster tradition 
activities in activities to teach elementary school students about flood disasters. This activity was realized by those who 
experienced the 1953 flood and wanted to pass on the lessons learned to future generations, and those who have never 
experienced a flood but are interested in floods and connected them with the school. The contents of the flood tradition was 
based on the 1953 flood, but was also diverse, including the history of the Tokojima Weir and irrigation channels. 

 

Keywords : Flood disaster tradition, The 1953 flood disaster, The Ohzeki elementary school district 
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PLANTS INVADING/COLONIZING THEMSELVES AT THE STREET TREE BASES 
AROUND URBAN GREENSPACE 

 
 1 

Masaaki FURUNO 
 

Abstract : In recent years, street tree bases have been garnering attention for their contribution to biodiversity as urban 
wildflower habitats; however, research remains limited in this regard. Herein, we conducted a survey of vegetation grown at 
street tree bases around an urban greenspace. Results showed that the vegetation established in the surrounding street tree 
bases tended to be different for each type of urban greenspace (e.g., secondary forests of shii and Japanese oak). 

 

Keywords : Urban greening, Green infrastructure, Biodiversity, Nature-positive 
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2 Type I n=8 30 Type II n=5
19 Type III n=17 32

Type I
Rorippa indica (L.) Hiern Agrostis gigantea 

Roth Viola grypoceras A.Gray
18 Type II Elymus tsukushiensis Honda

Gnaphalium japonicum Thunb.
Lamium amplexicaule L. 7 Type III

Bothriospermum zeylanicum (J.Jacq.) Druce
Cotula australis (Sieber ex Spreng.) Hook.f.

Cyperus compressus L. 17
Oxalis corniculate L. Setaria 

m2 125,787 54,284 77,399
 ‡ 1

7 7 16
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1 2
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  I (n=8)      II (n=5) III (n=17)

Oxalis corniculata L. Oxalidaceae

Setaria viridis  (L.) P.Beauv. Poaceae

Sonchus oleraceus  L. Asteraceae

Rorippa indica  (L.) Hiern Brassicaceae

Ligustrum obtusifolium  Siebold et Zucc. Oleaceae

Plantago asiatica  L. Plantaginaceae

Youngia japonica  (L.) DC. Asteraceae

Agrostis gigantea  Roth Poaceae

Zoysia japonica  Steud. Poaceae

Viola mandshurica  W.Becker Violaceae

Malva neglecta  Wallr. Malvaceae

Viola grypoceras  A.Gray  var. grypoceras Violaceae

Vulpia myuros  (L.) C.C.Gmel. Poaceae

Sisyrinchium rosulatum  E.P.Bicknell Iridaceae

Eurya emarginata  (Thunb.) Makino Ternstroemiaceae

Viola inconspicua  Blume  subsp. Violaceae

Persicaria capitata  (Buch.-Ham. ex D.Don) H.Gross Polygonaceae

Galium gracilens  (A.Gray) Makino Rubiaceae

Paederia foetida  L. Rubiaceae

Oxalis debilis Kunth  subsp. Oxalidaceae

Dioscorea japonica  Thunb. Dioscoreaceae

Elymus tsukushiensis  Honda Poaceae

Erigeron philadelphicus  L. Asteraceae

Gnaphalium japonicum  Thunb. Asteraceae

Lamium amplexicaule  L. Labiatae

Lolium perenne  L. Poaceae

Oenothera laciniata  Hill Onagraceae

Oxalis dillenii  Jacq. Oxalidaceae

Bothriospermum zeylanicum  (J.Jacq.) Druce Boraginaceae

Cotula australis  (Sieber ex Spreng.) Hook.f. Asteraceae

Cyperus compressus  L. Cyperaceae

Desmodium paniculatum  (L.) DC. Fabaceae

Echinochloa crus-galli  (L.) P.Beauv. Poaceae

Gamochaeta pensylvanica  (Willd.) Cabrera Asteraceae

Pseudognaphalium affine  (D.Don) Anderb. Asteraceae

Lindera praecox  (Siebold et Zucc.) Blume Lauraceae

Liriope muscari  (Decne.) L.H.Bailey Asparagaceae

Mirabilis jalapa  L. Nyctaginaceae

Oxalis bowiei  W.T.Aiton Oxalidaceae

Phyllanthus tenellus  Roxb. Phyllanthaceae

Sedum bulbiferum  Makino Crassulaceae

Sedum mexicanum  Britton Crassulaceae

Setaria pumila (Poir.) Roem. Poaceae

Talinum paniculatum  (Jacq.) Gaertn. Talinaceae

Zelkova serrata (Thunb.) Makino Ulmaceae

Acalypha australis  L. Euphorbiaceae

Artemisia indica Willd. Asteraceae

Cerastium glomeratum  Thuill. Caryophyllaceae

Euphorbia maculata  L. Euphorbiaceae

Erigeron canadensis  L. Asteraceae

Erigeron sumatrensis  Retz. Asteraceae

Digitaria radicosa  (J.Presl) Miq. Poaceae

Eleusine indica (L.) Gaertn. Poaceae

Eragrostis minor  Host Poaceae

Eragrostis multicaulis  Steud. Poaceae

Erigeron annuus  (L.) Pers. Asteraceae

Gamochaeta coarctat a (Willd.) Kerguélen Asteraceae

Silene gallica  L. Caryophyllaceae

Taraxacum officinale  Weber Asteraceae

Vicia sativa  L. Fabaceae

30 19 32

† 13)
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 †  †
Type

 ‡
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「建築都市工学部研究報告」編集方針

1． 本誌は、建築都市工学部内における研究活動の紹介を主な目的とし、下記の事項を記載す

る。

(１) 研究報告：論文、調査報告書

(2) 国外研修報告

(3) 博士論文審査報告

(4) 修士論文要旨

2． 投稿原稿には、報告の種類（【論文】、【調査報告書】、【国外研修報告】等)を明記する。

3． 著者のうち少なくとも 1 名は本学建築都市工学部教職員でなければならない。ただし、編集

委員会が認めた場合はこの限りではない。

4． 研究報告や国外研修報告等の投稿原稿は日本語又は英語で書き、カメラレディー原稿に整

えて 1 部を提出し、その形式は｢投稿の手引き｣に従うものとする。

5． 博士論文審査報告や修士論文要旨は既出の本書を本誌に転載するものとする。

6． 投稿者は、編集委員を通じて原稿を提出しなければならない。

7． 原稿の修正などのために返却された場合は、修正の上、指定された日までに返送すること。

8． 本誌は年 1 回発行する。

令和６年度建築都市工学部機関誌編集委員会

委員 隈 裕子 （建築学科）

委員 近藤 岳志 （住居・インテリア学科）

委員 内田 泰三 （都市デザイン工学科）

ワーキングメンバー

江上 史恭 （建築学科）

中川 万理子（住居・インテリア学科）

古野 正章 （都市デザイン工学科）

令和 7 年 3 月 20日 印刷
令和 7 年 3 月 31 日 発行

発行者 九州産業大学建築都市工学部
福岡市東区松香台 2－3－1

印刷所 よしみ工産株式会社
北九州市戸畑区天神 1-13-5
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